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資料２ 

埼玉県スポーツ推進審議会答申（案） 

スポーツの推進に関する基本的な計画について 

 

以下の箇所の加筆及び訂正をお願い出来ればと思います。 

 

 

P31 障害者アスリートの状況 

  全国障害者スポーツ大会のメダル獲得数順位…4位から6位の間を推移して 

います。 

（追記） 

 ※ 全国障害者スポーツ大会は、パラリンピックなどの競技スポーツとは異

なり、障がいのある人々と社会参加の推進、国民の理解が大会の目的であ

る。埼玉県では、参加者の 1/3が初出場となる。 

 

P32 県では「彩の国パラリンピック選手育成強化事業」…育成・強化を図って

います。 

今後も各競技団体の活動への支援を図るとともに、各競技団体や特別支援学

校などの教育機関と連携し、障害者スポーツの指導者を養成していく必要があ

ります。 

（訂正） 

今後も競技力向上に向け、活動の支援を図るとともに、スポーツに関係する

あらゆる団体との連携が必要となります。 

 

 

P45（3）障がい者スポーツの推進 

 施策の方向性 

  ■ 障害の有無に関わらず、障害者と健常者が共にスポーツを楽しむこと

が出来る機会を拡大します 

➡ ■ 障がいのある人もない人も共にスポーツを楽しむことが出来る機会を

拡大します 

 

  ■ 障害者が地域や学校など身近な場でスポーツに参画できるよう、イベ

ントの開催や障害者スポーツの指導者養成を推進します。 

➡ ■ 障害者が地域や学校など身近な場でスポーツに参画できるよう、イベ

ントの開催や障害者スポーツを支える人の養成や活用を推進します 
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P46 主な取り組み 

〇 障害者スポーツの普及・啓発 

 ・ 市町村や関係団体と連携し、障害者スポーツ… 健常者の障害者スポー

ツへの理解を深める取り組みを推進します。 

➡ ・ 市町村や関係団体と連携し、障害者スポーツ… 障害のない人の障害

者スポーツへの理解を深める取り組みを推進します。 

 

 

 〇 障がい者のライフステージに応じたスポーツ機会の提供の促進 

   市町村、学校、スポーツ団体… スポーツ機会の提供を促進します。 

（追記） 

・ 障がいのある子どもたちが、早い時期から運動の楽しさや親しむ習慣を

身につけるため、就学前の教室などを関係機関と連携し計画的に推進し

ます。 

 

 〇 障がい者スポーツ指導員の養成 

➡〇 障がい者スポーツ指導員や障害者のスポーツを支える人の養成・活用 

 

 ・ 県社会福祉事業団やスポーツ団体等と連携し、障害者スポーツ指導員を

養成し、指導者の増加や講習機会の充実を図ります。 

➡・ 県社会福祉事業団やスポーツ団体等と連携し、障がい者スポーツ指導員

や障害者のスポーツを支える人を養成し、地域での活動を促進します。 

 

 

P59 (2)障害者の競技スポーツの推進 

・ 施策の方向性 

  ■ 障害者スポーツの振興により競技人口を拡大するとともに、障害者の

アスリートの発掘、育成を推進します 

➡ ■ 障害者スポーツの振興により競技人口を拡大するとともに、ジュニア

世代及び障害者のアスリートの発掘、育成を推進します。 

 

 主な取り組み 

 〇 障害者アスリートの発掘・育成 

 ・ 競技団や特別支援学校等の教育機関と連携し。将来を担うジュニア期か

らのアスリートの発掘を推進するとともに、効果的な育成を図ります。 

 〇 障害者の競技スポーツの競技力向上 
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 ・ 「全国障害者スポーツ大会」への本県代表選手の派遣や、障害者アスリ

ートへの活動支援などにより、競技力の向上を図ります。 

  （一社）埼玉県障害者スポーツ協会の組織力強化を支援することで、障害

者競技団体の強化に繋がり、競技力向上のための組織的取り組みを推進し

ます。 

 

P62（２）市町村、学校、スポーツ団体… 民間企業との連携、協働 

  県民誰もがスポーツを…不可欠となっています。 

  市町村、学校や学校体育団体、(公財)埼玉県体育協会、（一社）埼玉県障害

者スポーツ協会、各競技団体、埼玉県レクリエーション協会… 

（順番を変えていただければありがたい） 

 

（要望） 

P20 障がい者スポーツ活動の現状と課題 

→次回の計画には、埼玉県独自の資料の添付をお願いしたい。 


